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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 近の業績の動向等を踏まえ、本年 5月 10 日の決算発表時に公表した平成 20 年 3 月

期中間期及び平成 20 年 3 月期の個別業績予想並びに本年 8 月 8 日の第１四半期財務・

業績の概況発表時に公表した平成20年 3月期中間期及び平成20年 3月期の連結業績予

想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成20年3月期中間期（平成19年4月1日～平成19年9月30日）業績予想数値の修正 

 （連 結） 

 
売上高 営業利益 経常利益

中間 

純利益 

１株当たり

中間純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 730,000 43,000 54,000 29,000 23.23

今回修正予想（Ｂ） 796,000 46,000 63,000 35,000 28.03

増 減 額（Ｂ－Ａ） 66,000 3,000 9,000 6,000 4.79

増   減   率（％） 9.0% 7.0% 16.7% 20.7% 20.6%

（ご参考）前中間期実績 

(平成 19 年 3 月期中間期) 
694,170 37,619 58,728 38,336 33.50

 
 （個 別） 

 
売上高 営業利益 経常利益

中間 

純利益 

１株当たり

中間純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 345,000 12,000 13,000 5,000 4.00

今回修正予想（Ｂ） 427,000 12,000 16,000 6,000 4.80

増 減 額（Ｂ－Ａ） 82,000 － 3,000 1,000  0.80

増   減   率（％） 23.8% － 23.1% 20.0% 20.0%

（ご参考）前中間期実績 

(平成 19 年 3 月期中間期) 
378,285 12,073 17,165 9,025 7.88

 
 
 
 

(財)財務会計基準機構会員 



２．平成20年3月期（平成19年4月1日～平成20年3月31日）業績予想数値の修正 

 （連 結） 

 
売上高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 1,460,000 86,000 110,000 59,000 47.27

今回修正予想（Ｂ） 1,594,000 92,000 120,000 60,000 48.02

増 減 額（Ｂ－Ａ） 134,000 6,000 10,000 1,000  0.75

増   減   率（％） 9.2% 7.0% 9.1% 1.7% 1.6%

（ご参考）前期実績 

(平成 19 年 3月期) 
1,452,108 78,758 107,188 71,382 60.33

 
 （個 別） 

 
売上高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 700,000 25,000 37,000 17,000 13.61

今回修正予想（Ｂ） 815,000 27,000 42,000 19,000 15.20

増 減 額（Ｂ－Ａ） 115,000 2,000 5,000 2,000  1.59

増   減   率（％） 16.4% 8.0% 13.5% 11.8% 11.7%

（ご参考）前期実績 

(平成 19 年 3月期) 
755,013 28,482 43,562 12,830 10.84

  
３．修正の理由 

  当中間期における連結の経常利益につきましては、銅価格が引き続き高水準で推移

していることによる投資先銅鉱山に係る持分法投資利益及び受取配当金の増加に加

え、シリコン関連事業が好調に推移している電子材料事業の増益等から、前回予想に

対して 90 億円程度上回る見込みであります。また、当中間期における連結の純利益

につきましても、上記の経常利益改善に伴い、前回予想に対して 60 億円程度上回る

見込みであります。 

  なお、通期の連結業績につきましては、原燃料価格の上昇、米国景気の減速、銅価

格の軟化、為替の円高傾向等、今後の経営環境は不透明感が増しつつあるものの、中

間期の増益を踏まえ、現時点においては、経常利益は 100 億円程度前回予想を上回る

見込みであります。純利益は下期に事業構造改革の推進及び資産の健全化対策を見込

んだことから 10 億円程度の増益となる見込みであります。 

 

４．平成 20 年 3 月期の配当について 

平成 20 年 3 月期の配当につきましては、本年 5 月 10 日の平成 19 年 3 月期決算発

表時において公表したとおり、中間配当として 1株当たり 4円、期末配当として 1株

当たり 4 円（年間 8 円）を予定しております。 

 

（注）上記の予想につきましては、発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向などを前提として

作成したものであり、今後の様々な要因等により、予想と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


